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 編　『讃美歌21』の賛美歌の旋律によるオルガン曲を収録。
古今の名曲から、本シリーズのための新曲まで、礼拝の前奏・間奏・後奏等さまざまな場面
で使える奏楽曲を厳選。全曲手鍵盤だけで演奏可能。巻末には各曲の演奏解説を収める。

お待たせしました！ オルガン曲集の好評タイトル2点、重版出来！
重版買切案内 2021年6月30日刊行予定　  日本キリスト教団出版局

讃美歌21による礼拝用オルガン曲集

●292〜357番より38曲収録
A4判横・並製・80頁・定価2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN978-4-8184-3064-8　C0073

第5巻 礼拝の時と教会暦2
レント・イースター・ペンテコステ オルガン曲集 No.35　

●430〜564番より39曲収録
A4判横・並製・80頁・定価2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN978-4-8184-3065-5　C0073

第6巻 キリスト者の生活
オルガン曲集 No.36　



LAOS  神の民北
日 本 福 音 ル ー テ ル 教 会 定 年 牧 師

尾一郎［著］

7 月 10 日刊行予定

ヨベル　YOBEL Inc. 〒 113-0033　東京都文京区本郷４- １- １　T 03-3818-4851　F 03-3818-4858　http://www.yobel.co.jp

A5 判・72 頁・定価 880 円（税込）

ISBN978-4-909871-46-6  C0016　本体 800 円 + 税

牧師、司祭の不足と停滞に活路！
LAOS「神の民」としての教会 

ミッション・マインドからの再起動を！
新約聖書と初代の教会においては「神の民」（ラオス・セウー Laos Theou）という一種類の「クリスチャン」（クリスティ

アーノイ）だけが存在していました。その後、教職と信徒という二種類に分けられました。20 世紀に「信徒ルネサンス」

と呼ばれる運動が起こりました …… 現在、教職の数の不足、財的資源の不足、そしてその結果でもある宣教の停滞、“ 攻

め ” を忘れた “ 守り ” の姿勢というような課題を考えるときに、先ず必要なのは、LAOS コンセプト（神の民概念）の

回復である …… LAOS（神の民）としての「教会」が形成されることは、すなわち「ミッション」としての教会という

質を回復することになります。

著者：北尾 一郎（きたお・いちろう）
1936 年旧満州国（中国東北部）大連市で生まれる。アジア太平洋戦争中、長春で国民学校に入学、1944 年大連に転じ「下藤国民学
校第 4 中隊第 1 小隊第 1 分隊長（級長）」として 1945 年敗戦を迎える。1947 年春ナガサキに引揚げ、同年冬、静岡県浜松市に転居。
静岡県立浜松北高校在学中、浜松福音ルーテル教会で L.A. ジョンスルード牧師によって洗礼を受ける。
東海ルーテル聖書学院、日本ルーテル神学校、明治学院大学（社会学部）を卒業後、1963 年牧師補となり、1964 年教職授任按手を
受け、豊橋、静岡、大岡山、新札幌、大岡山で日本福音ルーテル教会の牧師の任を受け、併せて教会行政の諸任務を与えられる。2007
年定年牧師となり、現在に至る。小石川教会員。

「神の民」としての教会　神御自身が、神の民 （LAOS） を取り戻される！

— 教会とクリスチャンは、今！ —
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第 2部　綜合的視野　―星形思考―

　これまで、先ず原点としてのミッションについて考え、次に第 1部
として私たちの課題それぞれに適用されるべき「発想の方式」につい
て述べました。第 2部は、私たちの課題のすべてを個別的に理解する
のではなく、綜合的に考えるべきことを申し上げたいと思います。課
題は相互に深く関わっています。
　下図のように “星 ” の形で表わすのが適当だと考えました。信仰告
白としての教理が、各項目の並列ではなく、中心を持つ花弁のように
綜合的な視野に立つべきものとルーテル教会は考えていることに呼応
します。（コンフェッショナル・チャーチ）。

神のミッション・キリストのディアコニア 
福音宣教の委託・派遣（リクルート）

神の民（LAOS）
としての教会形成

市民目線の説教

私たちの課題

これからの宣教について
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聖書とカテキズムの学びの新展開

伝道プログラム
の綜合

奉仕的サーバント・
リーダーシップ



〒160-0004 東京都新宿区四谷 1-9-7
TEL.03-3351-7041　FAX.03-3351-5430

新刊のご案内　2021 年 6月 22 日発売予定

● 新書判並製　224 頁　定価 770円（本体 700 円＋税）　ISBN978-4-88626-682-8 C0216

ロヨラの聖イグナチオ
自叙伝 聖イグナチオ・デ・ロヨラ　著

アントニオ・エバンヘリスタ　訳　　李 聖一　編

■ 主なもくじ

聖イグナチオとともに
　回心の道を歩む　● レンゾ・デ・ルカ
ヘロニモ・ナダル神父の序文
ゴンサルベス・ダ・カマラ神父の序文

一章　～　十一章

あとがき
語句解説
聖イグナチオ・デ・ロヨラ年表
参考文献

　四度の邦訳本である本書は、1966年にアントニオ・エバンヘリスタ神父が中心になっ
て訳出した原稿が元になっている。すでに45年を経て、現在ではあまり使われなくなっ
た言葉やわかりにくい表現を修正し、今までにない訳文を加えている。
　イエズス会創立者聖イグナチオ・デ・ロヨラがパンプ
ローナの戦いで負傷し、療養中に回心を体験してから500
年を迎えた2021年、自らを常に神に向かう途上の巡礼者
と意識し、迷い、悩み、行き止まりを体験しながら新たな
道を切り開くイグナチオの姿は、困難の中にも神は恵みの
手を差し伸べられているということを、私たちにも気づか
せてくれる。

聖イグナチオの回心から 500 年！



〒160-0004 東京都新宿区四谷 1-9-7
TEL.03-3351-7041　FAX.03-3351-5430

新刊のご案内　2021 年 6月 7日発売

● A5 判中綴じ　42 頁　定価 110円（本体 100 円＋税）　ISBN978-4-88626-678-1 C0016

津和野・乙女峠の
証し人

禁教令の中で自らの信仰を表明し、流配の後、
キリストへの信仰ゆえにいのちを落とした浦上村のキリシタンたち。
2019年2月5日に教皇庁列聖省から正式に列聖調査開始の許可を受けた
「津和野・乙女峠の証し人」の横顔を紹介する。

■ もくじ
発刊にあたって
はじめに
殉教とは
信徒発見から旅立ちまで
　１　衝撃
　２　闇から輝く光へ ―キリシタンの発見―
　３　葛藤
浦上から津和野へ
　１　第一次流配（1868年）
　２　第二次流配（1870年）
津和野での出来事
　１　拷問
　２　教皇の激励の書簡
　３　外圧と世論
　４　キリスト教禁止の高札撤去
　５　帰郷とその後

津和野・乙女峠の証し人
　①　『異宗門徒人員帳』（国立公文書館所蔵）　
　②　守山甚三郎の『覚書』（日本二十六聖人記念館所蔵）
　③　蕪坂の「証し人の名碑」
津和野・乙女峠の証し人一覧表
津和野・乙女峠の証し人の横顔
　深堀 和三郎／岩永 清四郎／岩永 もり／森 安太郎／守山 祐次郎
　岩永 又市／岩永 源八
ゆかりの地を訪ねる
　ガイドマップ／カトリック津和野教会／乙女峠マリア聖堂
　／聖母と三尺牢の安太郎／「信仰の光」碑／キリシタン氷責め池
　「乙女峠の聖母とその殉教者」碑／改心者の墓／蕪坂（千人塚）墓碑
津和野・乙女峠の証し人　関連年表
列聖運動へのご支援のお願い
列聖を求める祈り
「光りの道へ」

カトリック広島司教区列聖委員会　企画　　「津和野・乙女峠の証し人」編集委員会　制作



原 雅幸 著

B6判 128頁  定価1,210円（本体1,100円＋税） 　
ISBN978-4-264-04281-5 C0016
いのちのことば社　卸コード 14300

聖書が解る 10の扉
流れをとらえ、自分で読み通すために

起承転結でスジをたどる
まったく新しい発想の聖書概説
創造・祝福・贖い・律法・臨在・戦い・相続・祭司・さばき・平和
̶̶テーマごとのキイワードで扉を開き、創世記からヨハネ
黙示録までの全体を串刺しにして流れを理解すると、聖書が
解る。聖書を初めて読む人には道しるべになり、長く読んでき
た人にも聖書の全体像が改めて理解できる。

　　　　　　　　　　

いのちのことば社  新刊案内  2021 年 7月 25 日発売 2021年  赤紙
6月上旬

著者プロフィール　原 雅幸（はら・まさゆき）
生まれた時から聖書のことばに育まれ中学２年の時に洗礼を受ける。大学では教育学を学び、キリスト教
学校で足掛け９年、小学生を教えた後、聖契神学校で神学を学んで牧師に転職。大工でもあったイエスの
弟子としてＤＩＹに取り組んだり、パンと魚を増やす奇跡はできないけれど、冷蔵庫にあるもので、おか
ずを何品作れるかに挑戦するのが趣味。たましいの食事である聖書のことばを美味しく「料理」し、多く
の人（特に、仕えているキリスト教たんぽぽ教会のある東京・府中南西部の方々）に食べてもらいたいと
日夜奮闘している駆け出し牧師。



さく・ホンダマモル

A4判 32頁  定価1,430円（本体1,300円＋税） 　
ISBN978-4-264-04280-8 C8798
いのちのことば社　卸コード 22170

次に出てくるのは誰の手？　楽しくて、どんどんめくりたくなる

かわいい絵本が登場！　最後に出てくるのは誰の手かな？　

イエスさまの愛に出会えるシンプルで奥深い絵本。読み終え

たあと、子どもでも大人でも心がじんわり温かくなる。

月刊「百万人の福音」で人気連載を持つ作家による一冊。

第一回いのちのことば社絵本大賞受賞作品。

いのちのことば社  新刊案内  2021 年 7月 25 日発売 2021年  赤紙
6月上旬

だれのて  このて

作者プロフィール　ホンダマモル
1973 年生まれ。画家。
展示会「ヒトリコテン」を開催し、アート作品を発表しながら、さまざまなメディ
アにビジュアルアートを提供。どこかなつかしく、そして観る人にあたたかい
キモチを届ける作品を生み出し続けている。著作に日めくりヒトリコテン『ち
いさなしあわせふわり』『ふっとひといき』（いのちのことば社）などがある。


